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各地よりのたより

　　　　　　　　　　　面戸支部通信
　第25回例食　昭和15年1月20日（於ビ1コ口イグ食堂別室）　出席者11名．

　山本先生より，牛座のカニ遊星霧の経歴を，我國の歴史上に現れたる新星に

關温して設明され，一つの新星の行末と云訪、ものS話しあり．折柄，ラヂオ放

逢されし野尻抱影氏編曲の星の話の戯曲を聞く．其の後再び山本先生より“天

文學の再出獲”と云ふ題目にて，現代の天文學の普及獲達の遅々たるを指摘さ

れ・大いにアマチュアの奮起を促さる．22時過ぎて散會す．

　第26回家臣　昭和15年2月23日（於ヒ・！ノ・イヴ食堂Hll室）出席者11名．

　神田萱雄猫自製の昭和15年度の天：文暦の青寓翼を持参され，各位に分與さ

る・いつもながら氏の熱心と好意を感謝せしめらる．次で，山本先生より“太

膓系の構造と將來稜展の展望”と云ふ題目にて，歎十年來の恒星界の研究が再

び我太陽系に新しき注意を向けられる傾向を指摘され，冥王星は，果して大遊

星か，又は小遊星か，叉，冥王星外にも我太陽系に幾個かの大遊星の有無の研

究或ひは流星は，他の恒星界よりも掌るもの？とか，叉は，金星の新しき現

象，月面に於ける新現象等々，重ね重ね我太陽系の研究にも審きる所なきを論

明され，宇宙のいかに計り知れざるを思はしめられたり．

籍27回例會　昭和15年4月19日（於ビ1ハイヴ食堂別室）　出席者14名．

本日は我々アマチュアの大先輩たるH．W．　Myers先生の久々にアメリカよ

幅詠口の鰍迎昼餐會を顛ねて開催す．

先生のアメリカ土産話等の座談會に：花が薄く．次に，山本先生より“遊星の

観測談”，特に日中に現れる金星の眼覗観望等あり．久し振りにのびやかなる一

夜を心しむ．

第28回例會　昭和14年5月10日（追随戸小學引田議室）出席者10名。

　山本先生より，南米に於ける各國の天文研究の歌聖を詳細に亘って読明あ

り・概して南欧人特有の享畦塗分の多き直柄にて，地味なる研究方面には一向

力を入れる人もなきを話され，わっかにアルゼンチン國に幾分，それも猫人，

米入等に依って研究の端緒を開かれたる許りなるを話さる．先達て來神の在ブ

ラジル9醒購の研究奮蹴切望される．；■．trc，・ベル・クの著書の諏の

、部朗談と読明あり．

籍29回例fi昭和15年6月14日（於神戸小臣校會議室）出1儲10名。

　山本先生より“現代の宇宙観”巳Pちシヤプリ氏の球状星團の研究によりて稜

衷された宇宙の大きさの訂正が，英國のカム氏の遊星型星霧の研究に依りて唱
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へられたるに關する言Sli明を明細に亘って設明あり．天：文學研究の計り知れざる

深さを思はれて，興特に深きを畳ゆ．後，最近米國に於て著されたる‘‘百萬入

の数學”の鐸本の批評と，天文趣味者の一讃を渤めらる．
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夏期天文講習大胆

昭和15年八月3日（土），4日（日）　爾日

　　午前8時一12時　　　講　演

　　午後8時一10時　　　観　望

和歌山縣立圖書館講堂（和歌山城内）

理學博士山本一一清氏

“天文の常識”

和歌山市役所内　學務課広遠教育係宛

　　　　　　　主催（東亜天文協會紀伊支部和歌山市雨湿課）

　　　　　　　　　　　　　た　　　よ　　り

　山本一清先生

　（前略）去七月1日の子方に，月に接近した星の美観を眺めて・とてもすばら

しいと喜んでみたものですが，貴翰を拝誠して，あれがベツレヘムの星につな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うっがりを有する運動と知り，驚いてゐます．無智なるものの見る目はいかにも空

ろであることを悟り，非常に教へられるところ多くございます・世には小生と

同類が實に多いであらうことを思ひます．有難く御禮申し上げます．

　　七月10日　　　　　　　　　　大阪市天王寺匠悲田院町28

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梅　　田　　安　　之

今般下記へ縛居回二間，適宜御訂正願上町．

七月17日

新住所　京都市上京二二竹下芝本町72

　　　　　（犠難麟二二一丁）

　　　　　　　　　　　　宇　　野　　良 雄


